
 

まちづくり部会 

 

★ひらかた灯路：当初予定していた 6 月 17 日（土）は天候不良で中止となりましたが、7 月 21

日（金）に実施することができました。夕闇から夜にかけてロウソクの灯りが映えて幻想的な

ひと時を演出することができました。事前のＰＲもできませんでしたが、ご近所の方々をはじ

め大勢の皆様に鑑賞していただきました。 

★第 5回天の川大清掃：11 月 11 日（土）午前、恒例になりました第 5回天の川大清掃が実施さ

れます。ネットワーク会議は実行委員会メンバーとして実施計画の段階から積極的に参画して

います。詳細な計画が決まりましたら会員の皆様にお知らせいたしますので、ぜひご参加くだ

さい。 

～美しい「ひらかた」を次世代へ～ 天の川大清掃に参加します！

環境教育サポート部会 

 

9 月 9 日（土）、総合的な学習の時間におけるＮＰＯなどの外部人材活用に関しての文部科学

省の研究指定校である招提中の行事の一環として、当部会の中前孝雄さんが校長先生をはじめ先

生方、ＰＴＡの方々および生徒さんを対象に環境講演会を実施されました。 

演題は、「地球環境問題と学校、家庭、地域でできること」。地球温暖化のしくみの説明や、私

たちが身近に取り組めることについて話されました。私たちが身近に取り組めることの具体例に

ついては、学校でできることとして今年度から枚方市内の学校園でスタートした学校版環境マネ

ジメントシステムである「Ｓ－ＥＭＳ」、家庭における実践として「ひらかた環境家計簿」、地域

での活動として当部会が 10 月から開講する「ひらかた環境くらわんか塾」を紹介されました。

招提中で環境講演会を実施。学校･家庭･地域に視点をおく

運営委員会 

 

広く枚方市民の環境意識の啓発・啓蒙を図るため、例年 11 月には「ひらかたエコフェア」が開催

され、過去 7回実施されてきました。昨年は「ストップ・ザ・温暖化」にテーマを絞り、参加型展示

にも注力した結果、約 1 万 7,000 名が参加し、「ひらかたエコフェア」はそれなりに評価を得ていま

すが、反面イベントそのもののマンネリ化が指摘されています。枚方市の今後の環境イベントのあり

方につき、行政とネットワーク会議で検討を重ねた結果、今後は一般市民の環境への関心高揚を狙い

つつも、環境保全活動に直接関わっている市民・団体に特化したイベントに衣替えする事になりまし

た。名称も「ひらかたエコフォーラム」と改称し、第一回の「ひらかたエコフォーラム 2007」を来年

2月 3 日（土）に「メセナひらかた」で開催します。 

イベント内容は、枚方市の「環境基本計画」とも連携した枚方市における環境保全活動の発表、評

価、相互啓発の場にしたいと考えています。その準備に向けてネットワーク会議内に、「エコフォー

ラムプロジェクトチーム（ＰＴ）」を発足させました。今後はこのＰＴが中心となり、枚方市環境総

務課とも連携をとりながら「ひらかたエコフォーラム」の開催・運営を図ってまいります。 

来年2月開催「ひらかたエコフォーラム2007」プロジェクトチーム発足
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ＮＰＯ法人ひらかた環境ネットワーク会議  
秋秋ののイイベベンントトススケケジジュューールル 

11 月 

10 月 

11（土） 自然エネルギー学校 第 4 回講座 

11（土） 第 5 回天の川大清掃 

12（日） バス！のってゲームラリー♪ 

14（火） 貸し自転車「ひらリン」試行開始 

18（土） くらわんか塾 第 2 回講座 

25（土） くらわんか塾 第 3 回講座 

 2（土） 自然エネルギー学校 第 5 回講座 

 2（土） くらわんか塾 第 4 回講座 

 7（木） 枚方なぎさ高校出前授業 

12（火） くらわんか塾 第 5 回講座 

12 月 

※ご興味のあるイベントの詳細等は、ひらかた環境ネットワーク会議事務局までお問い合わせ下さい。 

「ひらリン」ってなに？それは枚方市のレンタ

サイクル（貸し自転車）のこと。まず初めの第一

歩として牧野で「ひらリン」の試行を開始します！

試 行 期 間：平成 18 年 11 月 14 日（火）

 ～平成19年 11月 13日（火）

貸出返却時間帯：午前 6時～午後 9時 

貸出返却場 所：市立牧野東自転車駐車場 

料     金：1回 200 円（翌朝 10 時まで）

※貸出自転車は放置自転車を 

枚方エコサイクルがリサイ 

クル（20～26インチ） 

 

貸し自転車「ひらリン」でエコサイクル 

 

 

 
14（土） 自然エネルギー学校 第 2 回講座 

22（日） ＮＰＯフェスタ 2006 

28（土） 自然エネルギー学校 第 3 回講座 

28（土） くらわんか塾 第 1 回講座 

29（日） 「バスタウンマップ」ワークショップ

 今年も参加します！「チャレンジスペース」で

は展示・模擬店を、その他「野外ステージ」でシ

ョートコントも発表します。乞うご期待！！ 

模擬店 【オイシイ！穂谷の無農薬野菜と焼き鳥の店】

野外ｽﾃー ｼ゙ 【灯消して心灯す?!ライトダウン川柳でショー】

 日時：10 月 22 日（日）午前 10 時～午後 4時

 場所：サプリ村野（旧村野小学校） 

 ひらかたＮＰＯフェスタ 2006 

 

運営委員会では枚方市における地産地消を実現する為、「枚方地産地消プロジェク

トチーム」を発足しました。“地産地消”とは、「地元の消費者ニーズに即応した農

業生産を行い、生産された農産物を地元で消費しよう」とする取り組みです。ネッ

トワーク会議では、その消費者ニーズを無農薬野菜と捉え、まずは母体となる自然

農法栽培実施者を養成するために｢枚方自然農法塾｣を開講しました。 
本塾は 10回講座で、（財）自然農法国際研究開発センターから講師の方をお呼び

して、座学と野菜作りの実体験を枚方市東部の穂谷

区を中心に行うものです。7月から始まり、早ければ

11 月には最初の収穫が出来る見通しで、ＰＲのため

各種イベントで販売する予定です。 

今後は生ごみの堆肥化、自然農法塾野菜の頒布チ

ームを立ち上げます。興味のある方はご参加ください。

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
」
を

 

撒
く

  

自
然
農
法
塾
の
塾
生 

枚方地産地消プロジェクト発足「無農薬野菜で地産地消を」
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『 割り箸の行方 』 

◆仕組みの変質 

割り箸は、もともと間伐材、端材を有効に活

用する「廃物利用」であり「森を守る仕組み」

でもあったが、利便性が注目され「大量」かつ

「安価」な割り箸のニーズが高まり、急速に普

及した結果、国産から中国産の輸入へとシフ

ト。中国では、間伐材の有効利用ではなく割り

箸生産のために木を伐採（材料は一応、建材に

は不向きなシラカバ類）。便利さを求めた結果、

「森を守る仕組み」から使い捨てのために「森

を破壊する仕組み」へと変質してしまった。 

◆日本での対応状況 

国産へのシフトは可能か？現状では年間消

費量 248 億膳を供給するだけの生産力、原材料

が無く、中国産の価格で供給することは困難。

年間２億膳を無料配布するコンビニでは有料

化の試行も･･･消費者が自らの力を自覚して行

動していくことが重要。 

＜３０秒で読む環境情報！＞

割り箸廃止論には賛否両論があります。それ

を承知の上で、「ものを大切にする」という観

点から“使わなくて済む時は使わない”という

姿勢も大切ではないでしょうか。 

 「環境のへぇ～」 Vol.10 
 
ｖ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
情
報
に
関
す
る
申
し

込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ひ
ら
か
た
環

境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎
０
７
２
・
８
４
７
・
２
２
８
６ 

 第 5 回天の川大清掃 参加者募集！！ 

平成14年度に市制55周年事業として開始された

「天の川大清掃」も今年で 5回目となりました。

小学生から大人まで、誰でも参加できます。天の

川流域の一斉清掃にご協力いただける方はひら

かた環境ネットワーク会議事務局までお申込み

下さい。集合場所等、詳細はお申込み受付の際に

お知らせします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

実 施 日：11 月 11 日（土）※雨天中止 

時  間：9時 45 分受付開始／10 時開式 

主  催：天の川再生実行委員会 

ネットワーク会議の会員を募集しています

 「ひらかた環境ネットワーク会議」に参加し、
活動を支える会員を、市民（個人、団体、サーク

ル、ＮＰＯ）、事業者から広く募集しています。

入会を希望される方は、電話・ＦＡＸ、Ｅメー

ルで、事務局までお申し込みください。 

～ 学校版ＥＭＳの審査に同行しよう ～ 

※講座日程など詳細・お申し込み等は、事務局までお問い合わせ下さい。 

講座日程：平成 18 年 10 月 28 日～平成 19 年 2 月 3日

全 8回（月 1～2 回） 

会  場：メセナひらかた他 

募集人数：30 名程度 

受 講 料：2,000 円（全 8回分） 

募集対象：地域や学校で環境教育や環境保全活動を 

している(していこうと考えている)方 

そ の 他：講座を終了された方には「環境教育サポー

ター」証を発行いたします。 

枚方市では今年度より学校版環境マネジメン

トシステム（Ｓ－ＥＭＳ）を導入しました。 

『ひらかた環境くらわんか塾』講座は、Ｓ－

ＥＭＳによる環境教育活動をサポートできる

「環境教育サポーター」を育成します。 

講座終了後、環境教育サポーターは市域の学

校園のＳ－ＥＭＳ審査に同行し、地域や学校園

などの環境教育活動のサポート役として活躍す

ることが望まれています。 

会員数 181 名：正会員 148 名（個人 121、非営利団体 19、営利団体 8） 

       賛助会員 33 名（個人 032、非営利団体 00、営利団体 1）  ※平成 18 年 10 月 1 日現在
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学校版ＥＭＳ宣言校 

創立：2004 年  学校長：川畑 史朗 

http://www.osaka-c.ed.jp/hirakatanagisa/ 

「環境委員会」「学校版ＥＭＳ」をメインに環境教育を推進

－ 磯島高校時代から受け継がれる 

エコハイスクール精神 －

＜学校長より＞  

この 4月に本校にまいり 

ました。ＥＭＳとは、「Env 

ironmental Management Sy 

stem」の略であると知りま 

した。本校は磯島高校時代 

から昨年まで 3年間、エコ 

ハイスクールとして先進的な取り組みをし

てきた実績があります。環境委員会も活動を

続けています。枚方なぎさ高校は、枚方の環

境を良くするために頑張ります。 

『紙、ごみ、電気の節約と水を大切に』 

枚方なぎさ高校は、府立学校の改変統合により

3年前に磯島高校の地に誕生した普通科総合選択

制の新設校です。4年前に大阪府のエコハイスク

ール事業の認定を受け、昨年 7月、磯島・枚方な

ぎさ高校版ＥＭＳのスタート宣言を行いました。

このスタート宣言では、紙・ゴミ・電気の削減目

標を 5％に設定し、全クラスへの呼びかけ、宣伝活

動を通して、裏紙の使用や古紙回収・昼間教室の電

気の一列消灯や廊下の消灯、そしてゴミの分別回収

の徹底などで頑張っています。また、環境にやさし

い文化祭の取り組みにより、今年の廃棄物は昨年の

約半分に減少しました。 

生徒会環境委員会による取り組み 

枚方なぎさ高校では各クラス男女１名ずつ環

境委員を選出しています。環境委員会は、①水部

会(天の川、淀川、黒田川と家庭の水の水質検査)、

②ゴミ部会(燃えるゴミ、カン、ペットボトルの

分別回収とゴミの計量)、③緑化部会（畑の耕作、

花の栽培）の三部会に分かれて活動しています。

環
境
委
員
会
「
ゴ
ミ
部
会
」

に
よ
る
、
ご
み
の
分
別
回
収

編集後記 

 一羽の子ガラスが多くの人の心をつなぎ、たく

さんのプレゼントを残してサプリ村野から巣立っ

ていきました。これまであまりお話したことがな

かった人、警備やお掃除の人、たくさんの方々が

毎日、子ガラスを中心に笑顔で会話をするのです。

尊敬する方々との出会いもありました。「近いけれ

ど遠い」･･･ 近年､人間が頑張ってもなかなかうめ
られない距離を、たった一羽の子ガラスが簡単に

うめてくれました。事務局で仕事をさせていただ

くようになってから半年。私も皆様の心をつなぎ、

想いのこもった活動に結びつくような場作りをし

ていきたい、そう思う今日この頃です。（米谷 記）

 
 
平成 18 年 10 月 1 日発行（年 4回発行） 

発行：（特活）ひらかた環境ネットワーク会議 

〒573-0042 大阪府枚方市村野西町 5番 1 号 

サプリ村野内（旧村野小学校）

電 話 072-847-2286 

ＦＡＸ 072-847-2286 

Ｅメール jimukyoku@hirakata-kankyou.net 

ホームページ http://www.hirakata-kankyou.net 

発行責任者：谷﨑 利男 

編集責任者：谷﨑 利男 

この会報誌は古紙再生紙を使用しています。 
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